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(57)【要約】
【課題】低層建築物から高層建築物に至るまで広く施工 
可能であり、室内に柱や梁が現出せず、耐震性に優れ、 
コンクリート使用量を低減することができる建築物を提 
供する。
【解決手段】建築物１００は、垂直方向に立設された複 
数の柱１と、梁間方向Ｙに隣り合う柱１，１を繋いで水 
平方向に架けられた梁２，３と、桁行方向Ｘに隣り合う 
柱１，１を繋いで水平方向に架けられた梁４と、桁行方 
向Ｘと平行をなす外壁部５を形成する柱１において桁行 
方向Ｘに隣り合う柱１，１の間に柱１，１と一体的に形 
成された桁行方向耐力壁６、桁行方向Ｘと平行をなす外 
壁部５を形成する柱１において梁間方向Ｙに隣り合う柱 
１，１の間に一方の柱寄り１の位置に立設された壁柱７ 
と、柱１と壁柱７との間に柱１及び壁柱７と一体的に形 
成された梁間方向耐力壁８と、を備え、梁２の梁幅２ｗ 
と、柱１及び壁柱７の柱幅１ｗ，７ｗと、梁間方向耐力 
壁８の壁厚８ｔと、が同等である。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　2　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 垂 直 方 向 に 立 設 さ れ た 複 数 の 柱 と 、 前 記 柱 を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 と 、 を 備 え  
た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 で あ っ て 、
　 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 桁 行 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 柱 の 間  
に 前 記 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 桁 行 方 向 耐 力 壁 と 、
　 前 記 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 前 記 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 梁 間 方 向 に 対 向 す る 前  
記 柱 の 間 に 一 方 の 前 記 柱 寄 り の 位 置 に 立 設 さ れ た 壁 柱 と 、 前 記 柱 と 前 記 壁 柱 と の 間 に 前 記  
柱 及 び 前 記 壁 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 梁 間 方 向 耐 力 壁 と 、 を 備 え 、
　 前 記 柱 並 び に 前 記 壁 柱 の 柱 幅 と 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 、 が 同 等 で あ る 建 築 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 梁 の 梁 幅 が 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 同 等 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 建 築 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 集 合 住 宅 や オ フ ィ ス ビ ル な ど の 建 築 物 の 構 造 は 、 ラ ー メ ン 構 造 と  
壁 式 構 造 の 二 種 類 に 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ラ ー メ ン 構 造 は 、 垂 直 方 向 に 建 つ 柱 と 、 柱 を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 と で 形 成 さ  
れ る フ レ ー ム に よ っ て 建 築 物 を 支 え る も の で あ り 、 低 層 建 築 物 か ら 高 層 建 築 物 に 至 る ま で  
幅 広 く 施 工 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ラ ー メ ン 構 造 は 、 建 築 物 の 室 内 に 、 動 か せ な い 耐 力  
壁 が 形 成 さ れ な い の で 、 自 由 な 空 間 を 作 り 易 い と い う メ リ ッ ト が あ り 、 将 来 、 リ フ ォ ー ム  
す る 際 も 間 取 り 変 更 の 自 由 度 が 高 い 点 も メ リ ッ ト で あ る 。 し か し な が ら 、 ラ ー メ ン 構 造 の  
建 築 物 に お い て は 、 室 内 に 柱 や 梁 が 張 り 出 す と い う デ メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 壁 式 構 造 は 、 床 、 天 井 及 び ４ 枚 の 壁 と い う 合 計 の ６ 枚 の 壁 で 空 間 を 形 成 す る 構 造  
で あ り 、 ５ 階 建 て 以 下 の 建 築 物 に お い て 多 く 施 工 さ れ て い る 。 壁 式 構 造 に お い て は 柱 や 梁  
で は な く 、 平 面 状 の 壁 で 建 築 物 を 支 え る た め 、 室 内 が 凹 凸 の な い ス ッ キ リ と し た 空 間 に な  
り 、 家 具 の 配 置 が し 易 く 、 ま た 、 地 震 に も 強 い と い う メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 壁 式 構 造 に お い て は 建 築 物 を 支 え る 壁 を 取 り 払 う こ と が で き な い の で 、  
将 来 、 リ フ ォ ー ム す る 際 の 間 取 り 変 更 の 自 由 度 は ラ ー メ ン 構 造 よ り 低 い と い う デ メ リ ッ ト  
が あ る 。 ま た 、 壁 式 構 造 は ラ ー メ ン 構 造 に 比 べ て 自 重 が 大 と な る た め 、 高 層 建 築 物 に は 不  
向 き で あ り 、 例 え ば 、 マ ン シ ョ ン の 場 合 は ５ 階 建 て ま で の 低 層 マ ン シ ョ ン の 施 工 が 主 流 で  
あ る 。 ま た 、 ６ 階 建 て 以 上 の 建 築 物 を 壁 式 構 造 で 建 て よ う と す る と 、 限 界 耐 力 計 算 を 行 わ  
な け れ ば な ら な い の で 多 大 な 労 力 と 時 間 を 要 す る だ け で な く 、 特 別 な 確 認 機 関 で 審 査 を 受  
け な け れ ば な ら な い の で 審 査 期 間 も 長 期 化 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 、 様 々 な メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト を 有 す る ラ ー メ ン 構 造 の 建 築 物 に つ い て  
は 、 従 来 、 様 々 な 改 良 技 術 が 提 案 さ れ て い る が 、 本 発 明 に 関 連 す る も の と し て 、 例 え ば 、  
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 壁 式 ラ ー メ ン 架 構 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 壁 式 ラ ー メ ン 架 構 は 、 平 行 に 配 設 さ れ た 一 対 の 桁 行 方 向 耐 力 壁 と 、 桁 行 方 向 耐 力 壁  
の 相 対 し た 各 壁 柱 間 に 配 設 さ れ た 長 尺 の 張 間 方 向 耐 力 壁 に よ っ て 広 い 居 住 空 間 を 画 成 す る  
と と も に 、 桁 行 方 向 耐 力 壁 の 外 側 に 廊 下 あ る い は ベ ラ ン ダ な ど の 形 成 間 隔 を 置 い て 桁 行 方  
向 耐 力 壁 を 平 行 に 併 設 し 、 各 桁 行 方 向 耐 力 壁 及 び 各 張 間 方 向 耐 力 壁 の 間 に 居 住 空 間 部 及 び  
廊 下 あ る い は ベ ラ ン ダ 等 の 各 床 ス ラ ブ を 配 設 し て 構 築 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ４ ７ ９ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 の ラ ー メ ン 構 造 の 建 築 物 に お い て は 、 柱 や 梁 の 一 部 が 室 内 側 に 突 出 す る の で 、 家 具  
や 食 器 棚 そ の 他 の 物 品 を 置 く 場 合 に 邪 魔 に な る こ と が 多 く 、 室 内 空 間 を 有 効 活 用 す る 際 の  
阻 害 要 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 壁 式 ラ ー メ ン 架 構 は 、 室 内 に 現 出 し た 壁 柱 や 壁 梁 の な い  
広 い 居 住 空 間 を 形 成 す る こ と が で き 、 架 構 耐 力 が 高 ま り 、 間 仕 切 り プ ラ ン ニ ン グ や 、 ホ テ  
ル 、 事 務 所 ビ ル な ど へ の 変 更 の 自 由 度 が 向 上 し 、 高 層 化 も 可 能 で あ る な ど の メ リ ッ ト を 有  
し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 壁 式 ラ ー メ ン 架 構 に お い て は 、 当 該 特 許 文 献 １  
中 の ［ 図 １ ］ （ ａ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 桁 行 方 向 耐 力 壁 １ の 外 側 に 、 廊 下 な ど の 床 ス  
ラ ブ ４ あ る い は ベ ラ ン ダ な ど 床 ス ラ ブ ５ の 形 成 間 隔 を 置 い て 桁 行 方 向 耐 力 壁 １ が 平 行 に 併  
設 さ れ て い る の で 、 構 造 が 複 雑 で あ り 、 設 計 上 の 制 約 と な る こ と が あ る 。 ま た 、 壁 柱 １ ａ  
は 桁 行 方 向 耐 力 壁 １ の 部 分 の み に 設 け ら れ て い る の で 、 耐 震 性 が 十 分 で な い 面 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 低 層 建 築 物 か ら 高 層 建 築 物 に 至 る ま で 広 く  
施 工 可 能 で あ り 、 室 内 に 柱 や 梁 が 現 出 せ ず 、 耐 震 性 に 優 れ 、 コ ン ク リ ー ト 使 用 量 を 低 減 す  
る こ と が で き る 建 築 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 建 築 物 は 、 垂 直 方 向 に 立 設 さ れ た 複 数 の 柱 と 、 前 記 柱 を 繋 い で 水 平 方 向 に  
架 け ら れ た 梁 と 、 を 備 え た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 で あ っ て 、
　 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 桁 行 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 柱 の 間  
に 前 記 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 桁 行 方 向 耐 力 壁 と 、
　 前 記 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 前 記 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 梁 間 方 向 に 対 向 す る 前  
記 柱 の 間 に 一 方 の 前 記 柱 寄 り の 位 置 に 立 設 さ れ た 壁 柱 と 、 前 記 柱 と 前 記 壁 柱 と の 間 に 前 記  
柱 及 び 前 記 壁 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 梁 間 方 向 耐 力 壁 と 、 を 備 え 、
　 前 記 梁 の 梁 幅 と 、 前 記 柱 及 び 前 記 壁 柱 の 柱 幅 と 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 、 が 同 等  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 な お 、 前 記 「 同 等 で あ る 」 と は 、 μ ｍ 単 位 程 度 の 高 い 寸 法 精 度 基 準 に お い て 「 同 等 で あ  
る 」 と い う こ と を 意 味 す る も の で は な く 、 土 木 建 設 業 や 土 木 建 築 業 の 分 野 に お い て 採 用 さ  
れ て い る 寸 法 精 度 基 準 に お い て 「 同 じ で あ る 、 等 し い 」 と い う 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 建 築 物 に お い て は 、 前 記 梁 の 梁 幅 を 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 同 等 と す る こ と  
も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ り 、 低 層 建 築 物 か ら 高 層 建 築 物 に 至 る ま で 広 く 施 工 可 能 で あ り 、 室 内 に 柱 や  
梁 が 現 出 せ ず 、 耐 震 性 に 優 れ 、 コ ン ク リ ー ト 使 用 量 を 低 減 す る こ と が で き る 建 築 物 を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 建 築 物 を 示 す 一 部 省 略 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ 中 の Ａ － Ａ 線 に お け る 一 部 省 略 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 の Ｂ － Ｂ 線 に お け る 一 部 省 略 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 の Ｃ － Ｃ 線 に お け る 一 部 省 略 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ 中 の Ｄ － Ｄ 線 に お け る 一 部 省 略 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 そ の 他 の 実 施 形 態 で あ る 建 築 物 の 一 部 を 示 す 水 平 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 の 構 造 計 算 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ７ に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 １  
０ ０ ， ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 初 め に 、 図 １ ～ 図 ５ に 基 づ い て 建 築 物 １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う  
に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 建 築 物 １ ０ ０ は 、 垂 直 方 向 に 立 設 さ れ た 複 数 の 柱 １ と 、 梁 間 方 向 Ｙ  
に 隣 り 合 う 柱 １ ， １ を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 ２ ， ３ と 、 桁 行 方 向 Ｘ に 隣 り 合 う 柱  
１ ， １ を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 ４ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 桁 行 方 向 Ｘ と 平 行 を な す 外 壁 部 ５ （ 図 １ 参 照 ） を 形 成 す る 複  
数 の 柱 １ に お い て 桁 行 方 向 Ｘ に 隣 り 合 う 柱 １ ， １ の 間 に 、 柱 １ ， １ と 一 体 的 に 桁 行 方 向 耐  
力 壁 ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 桁 行 方 向 Ｘ と 平 行 を な す 外 壁 部 ５ を 形 成 す る 複 数 の 柱 １ に お  
い て 梁 間 方 向 Ｙ に 隣 り 合 う 柱 １ ， １ の 間 に 、 そ れ ぞ れ の 柱 １ 寄 り の 位 置 に 壁 柱 ７ が 立 設 さ  
れ 、 柱 １ と 壁 柱 ７ と の 間 に 柱 １ 及 び 壁 柱 ７ と 一 体 的 に 梁 間 方 向 耐 力 壁 ８ が 形 成 さ れ て い る  
。 図 １ に 示 す よ う に 、 梁 ２ の 梁 幅 ２ ｗ と 、 柱 １ の 柱 幅 １ ｗ 及 び 壁 柱 ７ の 柱 幅 ７ ｗ と 、 梁 間  
方 向 耐 力 壁 ８ の 壁 厚 ８ ｔ と 、 が 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 柱 １ 、 梁 ２ ， ３ ， ４ 、 桁 行 方 向 耐 力 壁 ６ 、 壁 柱 ７ 及 び 梁 間 方 向 耐 力 壁 ８ は 、 建 築 物 １ ０  
０ を 形 成 す る 他 の 部 分 と 同 様 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 建 築 物 １ ０ ０ に お い て は 、 各 構 面 に 壁 柱 ７ を 配 置 す る こ と に  
よ り 、 柱 １ 、 壁 柱 ７ 及 び 梁 ２ で 囲 ま れ た 一 体 構 造 を な す 梁 間 方 向 耐 力 壁 ８ が 形 成 さ れ て い  
る 。 ま た 、 桁 行 方 向 Ｘ と 平 行 を な す 外 壁 部 ５ を 形 成 す る 複 数 の 柱 １ に お い て 桁 行 方 向 Ｘ に  
隣 り 合 う 柱 １ ， １ の 間 に 、 柱 １ ， １ 及 び 梁 ４ と 一 体 構 造 を な す 桁 行 方 向 耐 力 壁 ６ が 形 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 建 築 物 １ ０ ０ に お い て は 、 桁 行 方 向 Ｘ 及 び 梁 間 方 向 Ｙ の 両 方 向 に 耐 力 壁 （  
桁 行 方 向 耐 力 壁 ６ 、 梁 間 方 向 耐 力 壁 ８ ） を 設 け て い る の で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 壁 式  
ラ ー メ ン 架 構 に 比 べ 、 耐 震 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 建 築 物 １ ０ ０ に お い て は 、 梁 ２ の 負 担 が 軽 減 さ れ る の で 、 梁 幅 ２ ｗ  
を 薄 く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 壁 厚 ８ ｔ も 薄 く す る こ と が で き る の で 、 コ ン ク リ ー  
ト 使 用 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ， 図 ３ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 建 築 物 １ ０ ０ に お い て は 、 柱 １ 、 壁 柱 ７ 及 び 梁 ２ ， ４  
の 一 部 が 室 内 に 突 出 し な い の で 広 い 居 住 空 間 を 確 保 す る こ と が で き 、 家 具 や 食 器 棚 な ど を  
置 く 場 合 に 空 間 を 有 効 活 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 、 建 築 物 １ ０ ０ は 耐 震 性 能 が 向 上 す る こ と に よ り 、 梁 ２ ， ４ の 応 力 負 担  
が 減 少 す る の で 、 梁 成 を 抑 制 す る こ と が で き 、 階 高 も 低 く 設 計 す る こ と が で き る 。 ま た 、  
図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 柱 １ の 柱 幅 １ ｗ よ り も 梁 ３ の 梁 幅 ３ ｗ を 大 き く 確 保 す る こ と に  
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よ り 、 梁 間 方 向 耐 力 壁 ８ の 壁 厚 ８ ｔ を 薄 く す る こ と が で き る の で 、 居 住 空 間 を 大 き く 確 保  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ６ に 基 づ い て 、 そ の 他 の 実 施 形 態 で あ る 建 築 物 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ６  
に 示 す よ う に 、 建 築 物 ２ ０ ０ は 、 垂 直 方 向 に 立 設 さ れ た 複 数 の 柱 ２ １ と 、 梁 間 方 向 Ｙ に 隣  
り 合 う 柱 ２ １ ， ２ １ を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 ２ ２ と 、 桁 行 方 向 Ｘ に 隣 り 合 う 柱 ２  
１ （ 図 ６ 中 で は 隣 り 合 う 他 の 柱 ２ １ は 省 略 し て い る ） を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 （  
図 示 せ ず ） と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 桁 行 方 向 Ｘ と 平 行 を な す 外 壁 部 ２ ５ を 形 成 す る 複 数 の 柱 ２ １ に お い て 桁 行 方 向 Ｘ  
に 隣 り 合 う 柱 ２ １ の 間 に 、 柱 ２ １ と 一 体 的 に 桁 行 方 向 耐 力 壁 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 桁 行  
方 向 Ｘ と 平 行 を な す 外 壁 部 ２ ５ を 形 成 す る 複 数 の 柱 ２ １ に お い て 梁 間 方 向 Ｙ に 隣 り 合 う 柱  
２ １ ， ２ １ の 間 の そ れ ぞ れ の 柱 ２ １ ， ２ １ 寄 り の 位 置 に 壁 柱 ２ ７ ， ２ ７ が 立 設 さ れ 、 柱 ２  
１ と 壁 柱 ２ ７ と の 間 に 、 柱 ２ １ 及 び 壁 柱 ２ ７ と 一 体 的 に 梁 間 方 向 耐 力 壁 ２ ８ が 形 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 建 築 物 ２ ０ ０ に お い て は 、 梁 間 方 向 Ｙ に 隣 り 合 う 壁 柱 ２ ７ ， ２ ７ の  
間 の 中 央 付 近 に 中 間 柱 ２ ０ が 立 設 さ れ て い る 。 梁 ２ ２ の 梁 幅 ２ ２ ｗ 、 壁 柱 ２ ７ の 柱 幅 ２ ７  
ｗ 、 梁 間 方 向 耐 力 壁 ２ ８ の 壁 厚 ２ ８ ｔ 並 び に 中 間 柱 ２ ０ の 柱 幅 ２ ０ ｗ は 同 等 で あ る 。 図 ６  
に 示 す 建 築 物 ２ ０ ０ は 、 図 １ ～ 図 ５ に 示 す 建 築 物 １ ０ ０ と 同 様 、 低 層 建 築 物 か ら 高 層 建 築  
物 に 至 る ま で 広 く 施 工 可 能 で あ り 、 室 内 に 柱 や 梁 が 現 出 せ ず 、 耐 震 性 に 優 れ 、 コ ン ク リ ー  
ト 使 用 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て 説 明 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ は 従 来 の 建  
設 資 材 や 建 設 機 械 な ど を 使 用 し て 構 築 す る こ と が で き 、 特 殊 な 技 術 も 必 要 と し な い の で 、  
施 工 は 容 易 で あ る 。 ま た 、 ６ 階 建 て 以 上 の 建 築 物 を 壁 式 構 造 で 施 工 す る 場 合 、 設 計 段 階 で  
限 界 耐 力 計 算 が 必 要 と な る の で 多 大 な 労 力 と 時 間 を 要 し て い た が 、 建 築 物 １ ０ ０ ， ２ ０ ０  
は 、 ６ 階 建 て 以 上 で あ っ て も 、 図 ７ に 示 す 一 般 的 な 「 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 の 構 造  
計 算 フ ロ ー 」 に 基 づ い て 設 計 す る こ と が で き る の で 、 設 計 段 階 で の 労 力 と 時 間 を 軽 減 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て 説 明 し た 建 築 物 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ は 、 本 発 明 に 係 る 建 築 物 の  
一 例 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 に 係 る 建 築 物 は 前 述 し た 建 築 物 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ に 限 定 さ れ  
な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 建 築 物 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 集 合 住 宅 や オ フ ィ ス ビ ル な ど の 建 築 物 と  
し て 、 土 木 建 設 業 、 土 木 建 築 業 な ど の 産 業 分 野 に お い て 広 く 利 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ， ２ １   柱
　 １ ｗ ， ７ ｗ ， ２ ０ ｗ ， ２ ７ ｗ   柱 幅
　 ２ ， ３ ， ４ ， ２ ２   梁
　 ２ ｗ ， ３ ｗ ， ２ ２ ｗ   梁 幅
　 ５ ， ２ ５   外 壁 部
　 ６ ， ２ ６   桁 行 方 向 耐 力 壁
　 ７ ， ２ ７   壁 柱
　 ８ ， ２ ８   梁 間 方 向 耐 力 壁
　 ８ ｔ ， ２ ８ ｔ   壁 厚
　 ２ ０   中 間 柱
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　 １ ０ ０ ， ２ ０ ０   建 築 物
　 Ｘ   桁 行 方 向
　 Ｙ   梁 間 方 向
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 2 6 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 2 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 垂 直 方 向 に 立 設 さ れ た 複 数 の 柱 と 、 前 記 柱 を 繋 い で 水 平 方 向 に 架 け ら れ た 梁 と 、 を 備 え  
た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 で あ っ て 、
　 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 桁 行 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 柱 の 間  
に 前 記 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 桁 行 方 向 耐 力 壁 と 、
　 前 記 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 前 記 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 梁 間 方 向 に 対 向 す る 前  
記 柱 の 間 に 一 方 の 前 記 柱 寄 り の 位 置 に 立 設 さ れ た 壁 柱 と 、 前 記 柱 と 前 記 壁 柱 と の 間 に 前 記  
柱 及 び 前 記 壁 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 梁 間 方 向 耐 力 壁 と 、 を 備 え 、
　 前 記 柱 並 び に 前 記 壁 柱 の 前 記 桁 行 方 向 に お け る 柱 幅 と 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 、  
が 同 等 で あ る 建 築 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 梁 の 梁 幅 が 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 同 等 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 建 築 物 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 建 築 物 は 、 垂 直 方 向 に 立 設 さ れ た 複 数 の 柱 と 、 前 記 柱 を 繋 い で 水 平 方 向 に  
架 け ら れ た 梁 と 、 を 備 え た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 で あ っ て 、
　 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 桁 行 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 柱 の 間  
に 前 記 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 桁 行 方 向 耐 力 壁 と 、
　 前 記 桁 行 方 向 と 平 行 を な す 前 記 外 壁 部 を 形 成 す る 前 記 柱 に お い て 梁 間 方 向 に 対 向 す る 前  
記 柱 の 間 に 一 方 の 前 記 柱 寄 り の 位 置 に 立 設 さ れ た 壁 柱 と 、 前 記 柱 と 前 記 壁 柱 と の 間 に 前 記  
柱 及 び 前 記 壁 柱 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 梁 間 方 向 耐 力 壁 と 、 を 備 え 、
  前 記 柱 並 び に 前 記 壁 柱 の 前 記 桁 行 方 向 に お け る 柱 幅 と 、 前 記 梁 間 方 向 耐 力 壁 の 壁 厚 と 、  
が 同 等 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 な お 、 前 記 「 同 等 で あ る 」 と は 、 μ ｍ 単 位 程 度 の 高 い 寸 法 精 度 基 準 に お い て 「 同 等 で あ  
る 」 と い う こ と を 意 味 す る も の で は な く 、 土 木 建 設 業 や 土 木 建 築 業 の 分 野 に お い て 採 用 さ  
れ て い る 寸 法 精 度 基 準 に お い て 「 同 じ で あ る 、 等 し い 」 と い う 意 味 で あ る 。
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